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 木炭で水をきれいに（２）－温度による浄化能力の違いー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          （担当 木材部 技師: 鹿野 厚子） 

１ 目 的 

 調湿材、浄化材など、木炭の新用途が注目さ

れている。前回（研究成果速報№48）、木炭に水

質浄化能力があることを報告した。今回は水質

浄化資材としての利用適性を知るために、水温

と浄化能力の関係について明らかにした。 

 

２ 方 法 

 ５℃・10℃・15℃・20℃・25℃の一定水温の

もとで、人工的に調整した汚水 10 リットル（バ

ッ気処理を行う）に岩手産ナラ炭１㎏を入れ（図

１）、ＣＯＤ、ＢＯＤの値を定期的に測定するこ

とで、木炭の水質浄化能力に対する水温の影響

を評価した。 

 

３ 結 果 

 水温が高いほど、浄化速度が速い傾向がみら

れた（図２、図３）。特にＣＯＤでは、15℃以上

での浄化の効果が高かった（図２）。 

 今回の試験の結果、水温を 15℃以上に保つこ

とが有利であることがわかった。また、低い水

温で浄化を行うには、木炭と水が接する時間を

長くする必要があると考えられる。 

 

４ 今後の進め方 

 今後は木炭の使用量等について解明していく

予定である。 

 

10日間の汚れ具合(COD、BOD)の変化を測定

10℃5℃ 15℃ 20℃ 25℃

 
図１ 試験方法の概要 
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図３ 水温とＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の関係
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図２ 水温とＣＯＤ（化学的酸素要求量）の関係 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 
 水中の汚れを無害なものにするため
に必要な酸素の量。 
 値が高いほど水が汚れている。 
 
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 
 水中の汚れを無害なものになるまで
分解するために好気性微生物が必要と
する酸素の量。 
 値が高いほど水が汚れている。 


